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専
修
大
学
創
立
１
３
０
年
記
念
大
会

と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
２
０
０
９
専
修

大
学
カ
ッ
プ

神
奈
川
県
学
童
軟
式
野

球
選
手
権
大
会
」
。
県
内
各
地
域
の
代

表
チ
ー
ム
に
特
別
枠
１
チ
ー
ム
を
加
え

た
５５
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
８
月
５
日

に
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
開
会

式
で
、
大
会
会
長
の
日
髙
義
博
理
事
長

・
学
長
が
「
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発

揮
し
、
夏
の
思
い
出
と
な
る
素
晴
ら
し

い
試
合
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
橘
ウ
ィ
ン
グ
ス
（
藤
沢
市
代
表
）

の
前
原
朗
主
将
が
力
強
く
選
手
宣
誓
し

た
。
司
会
進
行
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
職

に
内
定
し
て
い
る
小
嶋
健
太
さ
ん
（
商

４
）
が
務
め
た
。

１
回
戦
か
ら
４
回
戦
は
、
同
８
、
９

日
に
保
土
ヶ
谷
少
年
野
球
場
な
ど
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
同
１１
日
、
横
浜
ス

タ
ジ
ア
ム
で
の
準
決
勝
第
１
試
合
は
、

永
田
台
少
年
野
球
部
（
横
浜
市
南
区
代

表
）
が
荏
田
南
イ
ー
グ
ル
ス
（
同
都
筑

区
代
表
）を
４
対
３
で
、第
２
試
合
は
、

富
岡
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
（
同
金
沢
区
代

表
）
が
南
生
田
ウ
イ

ン
グ
ス
（
川
崎
市
多

摩
区
代
表
）
に
８
対

５
で
勝
利
。
決
勝

は
、
永
田
台
少
年
野

球
部
が
４
対
２
で
リ
ー
ド
し
て
い
た

が
、
７
回
裏
、
富
岡
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

が
同
点
に
持
ち
込
み
、
特
別
ル
ー
ル
の

延
長
戦
に
突
入
。
８
回
表
に
永
田
台
少

年
野
球
部
が
２
点
を
挙
げ
た
が
、
そ
の

裏
、
富
岡
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
が
３
点
を

返
し
、
劇
的
な
逆
転
勝
ち
を
収
め
た
。

最
優
秀
選
手
賞
は
、
富
岡
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
の
大
竹
勇
気
く
ん
、
敢
闘
賞

は
、
永
田
台
少
年
野
球
部
の
田
辺
直
輝

く
ん
が
受
賞
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
優
勝
チ
ー
ム
、
準
優

勝
チ
ー
ム
、
３
位
チ
ー
ム
に
荒
木
敏
夫

大
会
会
長
代
行
（
副
学
長
）
、
鈴
木
一

誠
神
奈
川
県
少
年
野
球
連
盟
学
童
部
会

長
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
、カ
ッ
プ
、

盾
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
準
決
勝
・
決
勝

を
戦
っ
た
選
手
と
監
督
・
コ
ー
チ
に
、

記
念
の
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。

熱
戦
の
模
様
は
同
２３
日
、
ｔ
ｖ
ｋ
で

１９
時
か
ら
２
時
間
５０
分
の
特
別
番
組
と

し
て
放
映
さ
れ
た
。

荒木敏夫副学長から優勝チームに優

勝旗と記念メダルなどが贈呈された

栄冠は富岡オールスターズに

▲ 準優勝の永田台少年野球部

▲ 激闘を制し優勝に輝いた富岡オールスターズ

▲ 開会式・表彰式と

もに司会進行を務

めた小嶋さん

熱

闘

の

記

録

５５
チ
ー
ム
が
熱
戦
繰
り
広
げ
る

▲ 全５５チームが横浜スタジアムに集合

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
た
夏

▲ 開会式であい

さつする日髙

理事長・学長

▲ 全学応援団チアリーダー部「ＢＬＡＳＴＳ」

がダイナミックなパフォーマンスで開会式に

花を添えた

▲ ヨコハマロビンズの軽快なステー

ジドリル（開会式）

＜開会式＞
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